
Structure Process Outcome

分⼦ 分⺟のうち（物理的）⾝体抑制を実施した患者延数×100

分⺟ 20歳以上の⼊院患者延数

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

611 316 761 430  ※ 離床センサーは除く

179,238 184,512 196,000 195,842

0.34% 0.17% 0.39% 0.22% (%)

⼈権擁護

52 20歳以上の⾝体抑制率 ⾃院

指標の意義

 ⾝体抑制は、制限の程度が強く、また、⼆次的な⾝体的障害が⽣じる可能性もあるため、代替⽅法が⾒出され
るまでのやむを得ない処置として⾏われる⾏動の制限です。できる限り早期の他の⽅法に切り替えるよう努めな
ければなりません。やむを得ない⾝体抑制が適切かを⾒る指標です。

定義

当院の実績

⾝体抑制実施した患者延数

20歳以上の⼊院患者延数

実施率

 物理的⾝体拘束の範囲に、センサー類（離床センサ、離床マット、センサーベッドなど）のい使⽤は、⾝体拘束に該当し
ないが、体動コール（クリップで⾸の襟につなげている こと）や⾃分で降りられないように、ベッドを柵（サイドレー
ル）で囲む（4点柵）は、⾝体拘束に該当します。この定義に則り、⾝体拘束とその記録に関する現況を把握していき、⾝
体拘束の指⽰や記録がマニュアルに沿って正しく⾏われているか確認していきます。

指標の説明
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Structure Process Outcome

1年間の臨床倫理委員会(倫理コンサルテーションチームを含む）への報告・相談件数

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
2 2 5 11 15

⼈権擁護

53 臨床倫理委員会への報告・相談件数 ⾃院

指標の意義

報告・相談件数

指標の説明

 臨床倫理検討委員会への相談件数は年々増加しており、2023年度は最も多い15件の報告・相談がありました。
2023年度から全職員対象に臨床倫理委員会相談窓⼝を紹介したことや、倫理問題の対応フローを⾒直し周知した
ことも件数増加につながったと考える。さらに2024年度は倫理問題の検討内容の充実させていきます。

 臨床の様々な場⾯で⽣じる倫理的課題の中でも当事者間で解決困難な問題や課題について、⾃部署だけでな
く、組織で取り組んでいる状況を⽰す指標となる。

定義

当院の実績
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Structure Process Outcome

1年間のカルテ開⽰件数（⼿続きによる開⽰）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

49 53 58 46 46 （件）

指標の説明

 委員会の承認および病院⻑の決定を受け、カルテ開⽰申請の全例において開⽰を⾏いました。
2021年度以降、Ｂ型肝炎訴訟⽤の資料⽬的での申請が減少したことで、カルテ開⽰件数が減少しました。
なお、B型肝炎訴訟の請求期限が2027年3⽉31⽇までとなっているため、2027年度以降は⼤幅に減少することが
予想されます。

患者・家族⽀援

54 カルテ開⽰数（⼿続きによる開⽰） ⾃院

指標の意義
 カルテ開⽰を⾏うことで、患者さん等と診療情報を共有した適切なパートナーシップに基づく良質な医療の提
供が出来るような体制を整えることに繋がります。

定義

当院の実績

カルテ開⽰件数
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Structure Process Outcome

① よろず相談で受けた患者・家族等からの相談件数

② 患者家族⽀援センター関与した相談件数

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 （単位：件数）

13,511 12,513 13,525 14,263 12,653

2,931 2,399 3,327 4,257 4,569

16,442 14,912 16,852 18,520 17,222

患者・家族⽀援

55 患者・家族等の相談件数 ⾃院

指標の意義

 当院では、「よろず相談（がん患者相談⽀援センター）」がん患者さんやご家族の抱えているがんに対する悩
みや疑問に対して、MSW（医療ソーシャルワーカー）、看護師が対応し、「患者家族⽀援センター」の多職種
と連携しながら、あらゆる相談に対応しています。がん医療に求められる「治し⽀える医療」を図る指標の⼀つ
です。

定義

当院の実績

よろず相談

患者家族⽀援センター

相談件数

指標の説明
 
2023年度は2021年、2022年度に⽐べて相談件数が減少しています。少⼦⾼齢化、家族や地域共同体の機能の脆弱化等の社
会情勢の変化に伴い、多様化／複雑化した⽣活課題を抱える⽅が増えています。そのため当相談室で対応する相談も以前よ
り時間を要する傾向にあり、かつ重層的な⽀援が求められています。そのような背景が相談件数にも影響していると思われ
ます。
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Structure Process Outcome

よろず相談での就労⽀援相談件数（両⽴⽀援件数＋再就職⽀援件数＋その他の件数）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
543 628 888 1,108 910
11 13 10 228 296 ※2022年度〜延べ相談件数
554 641 898 1,336 1,206

患者・家族⽀援

56 就労・就学⽀援相談件数 ⾃院

指標の意義

 就労可能年齢のがん患者さんが増加しており、仕事をつづけ「⽣活の質」を維持しながら治療を継続するため
の⽀援が必要です。また、⼩児・AYA世代のがん患者さんに対しての就学⽀援として、療養中であっても教育の
保証や居場所作りを推進しています。就労・就学⽀援相談件数は、こうした⽀援の状況を⾒る指標です。

就労・就学相談件数

指標の説明

・就労⽀援は、利⽤者の傾向が⼀定しないために変動する可能性があります。治療と就労の両⽴に関する悩みや
つらさを早期に解決することができるよう、病院全体で就労⽀援の体制を整えることが必要です。就学⽀援で
は、病気療養中の⾼校⽣の教育⽀援のニーズが顕著になってきています。

定義

当院の実績

就労⽀援相談件数
就学⽀援相談件数

よろず相談での就学⽀援相談件数（個別相談件数＋学校・教育委員会との連携＋学校との合同カンファレンス）
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Structure Process Outcome

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 （件）
2,586 2,755 3,632 2,087
6,361 5,293 5,588 3,267

30,046 23,964 11,733 8,359
2,425 2,227 2,428 1,313 診療上の悩み（13.9%）
41,418 34,239 23,381 15,026 ・治療への気がかり（17.0%）

・病院・医師の選択（9.6%）
⼼の苦悩（21.7%）
・不安（再発・転移など）（18.6%）
・死やがんの恐れ（16.1%）
・家族への影響・気がかり（12.2%）
⾝体の苦痛（55.6%）
・⼿術の後遺症（36.1%）
・放射線療法の副作⽤・後遺症（34.0%）
・抗がん剤治療の副作⽤（12.7％）
暮らしの負担（8.7%）
・家族への影響・気がかり（30.2％）
・経済的な問題（26.0％）
・家族とのコミュニケーション（12.9%）

「がん治療に伴う、患者さんとご家族の様々な悩み」は、2003年と2013年に実施した全国調査結果を整理して構築したが
ん体験者の悩みデーターベースに基づき、がん体験者の⽅々の悩みや負担を和らげるための助⾔や⽇常⽣活上の⼯夫などの
情報ツールです。閲覧数は2019年度をピークに減少傾向にあり、2023年度は1万5千件程度ありました。特に多く閲覧され
ていた項⽬は「⾝体の苦痛」（55.6％）で、7割が⼿術や放射線治療の後遺症に関するアクセスでした。「診療上の悩み」
（13.9％）、「⼼の苦悩」（21.7％）、「暮らしの負担」（8.7％）でした。これからも、正確で分かりやすい情報提供を
配信していきます。

 ①「診療上の悩み」に関する悩みや助⾔の閲覧数  ③「⾝体の苦痛」に関する悩みや助⾔の閲覧数
 ②「⼼の苦悩」に関する悩みや助⾔の閲覧数    ④「暮らしの負担」に関する悩みや助⾔の閲覧数

当院の実績

診療上の悩み
⼼の苦悩

患者・家族⽀援

57 SCCホームページ：患者⽀援・相談の閲覧件数 ⾃院

指標の説明

・医療者とのコミュニケーション（14.5%）

⾝体の苦痛 【閲覧数が多かった悩み】
暮らしの負担

閲覧数

指標の意義

 患者さんやご家族は、がん治療の様々な場⾯で多くの悩みや負担に遭遇します。静岡がんセンターでは積極的な⽀援を⼼
掛けています。ホームページの「患者⽀援・相談」コンテンツには、「がん治療に伴う、患者さんとご家族の様々な悩み」
の「診療上の悩み」「⼼の苦悩」「⾝体の苦痛」「暮らしの負担」に関するがん体験者の悩みに沿った助⾔を閲覧すること
ができます。閲覧状況、患者さんやご家族の悩みの傾向を分析し、必要な情報提供を進める上で重要な指標です。

定義
ホームページ：患者家族⽀援コンテンツの「がん治療に伴う、患者さんとご家族の様々な悩み」の閲覧数
 https://www.scchr.jp/supportconsultation.html
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